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格⾔・教え集：知働化の原則 

̶ 萩原正義（Hagiwara）⽒の発⾔から抽出した 15 の知恵 ̶ 
以下は、知働化研究会（⽸詰会）第 200 回〜第 207 回の Zoom 議事録から、萩原正義⽒の発⾔を分
析し、格⾔・教えとして特に有効と思われる内容を抽出してまとめたものです。 

 

第 1 条 AI の進化は⼈間の時間軸を超える 

【メッセージ】 AI エージェントの⾃律性は、⼈間が数⽇間続けられない作業を継続しな
がら指数的に進化する。その社会的インパクトを⽢く⾒てはならない。 
【解説】 ⼈間の集中⼒・体⼒には上限があるが、AI はその制約を持たない。今後の AI 活⽤におい
て、この⾮対称性を正しく理解し、⼈間と AI の役割分担を根本から問い直すことが重要である。 
【出典】 第 200 回（2025 年 12 ⽉ 6 ⽇） 

 

第 2 条 AI と⼈間の思考は根本的に異なる仕組みで動く 

【メッセージ】 AI は結論と論拠を同時に⽣成するが、⼈間は論証的・時系列的に思考す
る。この根本的な違いを理解せずに AI を評価することは無意味である。 
【解説】 AI を「賢い⼈間」として⾒てしまうと、その本質的な強みと弱みを誤解する。AI の判断
メカニズムを正確に理解した上で、⼈間の役割を再設計することが知働化組織の核⼼となる。 
【出典】 第 201 回（2025 年 12 ⽉ 20 ⽇） 

 

第 3 条 ⽣産性の向上は、⼈間の幸福を保証しない 

【メッセージ】 AI が⽣産性を倍増させても、労働時間が短縮されるとは限らない。技術
の進化と社会の変化は別の速度で動く。 
【解説】 技術的効率化の恩恵が⼈間に還元されるかどうかは、制度設計と組織のあり⽅によって
決まる。知働化においては「誰のための効率化か」を常に問い続けることが不可⽋である。 
【出典】 第 201 回（2025 年 12 ⽉ 20 ⽇） 

 

第 4 条 制約こそが現実であり、最適化の出発点である 

【メッセージ】 複雑性はすべて単純化できない。リソースの制約は完全には除去できな
い。その制約の中での最適解を真剣に考えよ。 
【解説】 AI の学習過程ではエントロピーが変化し、構造が発⾒されれば減少するが完全には消え
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ない。これは組織運営にも通じる真理である。制約を無視した理想論より、制約の中でいかに動くか
の実践的思考が価値を⽣む。 
【出典】 第 203 回（2026 年 1 ⽉ 24 ⽇） 

 

第 5 条 制約は能⼒を奪うのではなく、その⽅向性を定める 

【メッセージ】 早期に制約を適⽤すると AI の思考能⼒は制限されるが、潜在能⼒は⾼く
なる。制約なき⼒は⽅向性を失う。 
【解説】 組織においても同様に、何でもできる環境より、明確な制約と⽬的のある環境の⽅が⾼
い成果を⽣む。制約は創造性の敵ではなく、創造性を正しく⽅向付ける枠組みである。 
【出典】 第 204 回（2026 年 2 ⽉ 14 ⽇） 

 

第 6 条 真の困難は、実装者のみが知る 

【メッセージ】 プロダクト開発の複雑さとコストは、実際に作った⼈間にしか理解できな
い。理論家と実装者の距離を縮めることが組織知性を⾼める。 
【解説】 研究者が実務の細部を把握しない問題は多くの失敗を⽣む。知働化においては、理論と
実践を往復しながら知識を深化させる「⼆重螺旋」の学習が求められる。 
【出典】 第 204 回（2026 年 2 ⽉ 14 ⽇） 

 

第 7 条 表⾯的な⾃動化に差別化の⼒はない 

【メッセージ】 企業のワークフローにはドメイン固有の知識が深く組み込まれており、単
純なコード⽣成やプロセス⾃動化だけでは競争優位は⽣まれない。 
【解説】 AI による「とりあえずの⾃動化」は短期的には効果があるように⾒えるが、すぐに競合
に追随される。業務の本質を深く理解し、その知識を AI に組み込む設計こそが持続可能な差別化の
源泉となる。 
【出典】 第 204 回（2026 年 2 ⽉ 14 ⽇） 

 

第 8 条 定量的な指標なくして、因果は⾒えない 

【メッセージ】 メトリクスを持つことで初めて現象の因果構造が可視化される。感覚的な
判断だけでは、複雑な現実を正確に把握することはできない。 
【解説】 組織の意思決定においても、適切な指標の設計が判断の質を根本から変える。計測でき
ないものは改善できない。しかし指標は⽬的に合わせて選ばなければ、計測が⽬的化してしまうリス
クもある。 
【出典】 第 204 回（2026 年 2 ⽉ 14 ⽇） 
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第 9 条 理論と実務の乖離は、繰り返す失敗の温床である 

【メッセージ】 教科書に書いていない実務の詳細こそが設計の本質を左右する。現場から
離れた知識体系は、何度も同じ失敗を⽣み出す。 
【解説】 ドメイン駆動設計などの⽅法論も、実装経験のない研究者が扱うと実務から乖離した理
論になりやすい。組織学習においては、現場の知恵を理論に接続する回路を常に保持することが不可
⽋である。 
【出典】 第 205 回（2026 年 3 ⽉ 7 ⽇） 

 

第 10 条 ⾃動化の局所最適は、全体の⾮効率を⽣む 

【メッセージ】 AI で作業を⾃動⽣成して⼈に渡すだけでは、レビューのボトルネックが
発⽣し組織全体の⽣産性は上がらない。部分の効率化が全体の⾮効率をもたらす。 
【解説】 システム思考の基本は、局所最適の罠を避けることにある。AI の導⼊においても、特定
の⼯程だけを⾼速化しても全体フローが変わらなければ意味がない。組織全体の知働化設計が問われ
る。 
【出典】 第 205 回（2026 年 3 ⽉ 7 ⽇） 

 

第 11 条 抽象と具体を結びつけた思想が、実践の羅針盤となる 

【メッセージ】 哲学的な思考とシステム設計・産業構造の変⾰を統合した視点がなけれ
ば、本質的な問題解決は難しい。思想は現実を変える⼒を持つ。 
【解説】 国家戦略や組織変⾰を論じる際に、哲学的基盤を⽋いたまま戦術論に終始することは危
険である。抽象的な原則と具体的な施策を⾏き来できる思考こそが、知働化時代のリーダーシップの
核⼼である。 
【出典】 第 205 回（2026 年 3 ⽉ 7 ⽇） 

 

第 12 条 ⾼度な技術を導⼊する前に、基盤を固めよ 

【メッセージ】 データ分析基盤が整っていないまま AI を導⼊しても機能しない。基本的
な要件が整備されていなければ、⾼度な技術は砂上の楼閣に終わる。 
【解説】 多くの企業が AI 活⽤に失敗する原因は、インフラやデータ品質の問題を後回しにするこ
とにある。技術導⼊の前に、意味の世界と物理世界のレイヤー構造を正確に設計する地味な作業こそ
が、成功の鍵である。 
【出典】 第 205 回（2026 年 3 ⽉ 7 ⽇） 
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第 13 条 技術が制度を壊すとき、新制度の設計が急務となる 

【メッセージ】 コピーコストがゼロになった時代において、知識の価値と権利関係を規定
する既存制度は崩壊する。対応を後⼿にするな。 
【解説】 フィギュアスケートの振り付けのように、かつては保護されなかった創造物もデジタル
時代に価値を持つ。AI が知的⽣産を変⾰するとき、新しい制度設計の構想を先取りして議論し始め
ることが組織と社会の責任である。 
【出典】 第 206 回（2026 年 3 ⽉ 21 ⽇） 

 

第 14 条 知識の流出こそが、組織の最⼤リスクである 

【メッセージ】 専⾨知識を持つ熟練者の引退に伴い、暗黙知と⽂書化されていない技術が
失われる。知識の継承と外部化を急げ。 
【解説】 ⽇本の産業施設に⾒られるように、紙ベースの設計図や熟練者の頭の中にある知識は、
それを持つ⼈物とともに消えてしまう。知働化における最初の課題は、この「知識の可視化」にあ
る。 
【出典】 第 207 回（2026 年 4 ⽉ 4 ⽇） 

 

第 15 条 全体を⾒ることは、捨てる細部を選ぶことから始まる 

【メッセージ】 特徴抽出技術が⽰すように、全体像の把握は映像・情報のすべてを確認す
ることではなく、本質的な特徴を選び取り、それ以外を捨てることである。 
【解説】 ⾃⼰中⼼的な視点と第三者視点では認識の構造が異なる。組織の意思決定においても、
「何を⾒るか」ではなく「何を捨てるか」を意識的に設計することが、判断の質を⾼め、知働化組織
の俊敏性を⽣む。 
【出典】 第 207 回（2026 年 4 ⽉ 4 ⽇） 


